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研究成果の概要（和文）：　本研究は、初期近代英国文学とエンブレムの関係を明らかにすることを主たる目的とした
。代表的な成果は以下の通りである。Fortunaのエンブレムと『ヴェニスの商人』のfortune、lotteryなどとの関係、
蝸牛のエンブレムとラヴレイスの詩「蝸牛」との関係などを詳細に分析した。
　ベイコンの『大革新』のフロンティスピースについて、インプレーサの伝統が英国にどういう影響を与えたか明らか
にした。ユニウスの『エンブレム集』の下絵素描のうち、どの画家が何点担当したか歴史的に実証した。
　トムソンの『四季』の版画の収集・調査と、その図像学的分析を行い、18世紀の英国詩とエンブレムの関係も明らか
にした。

研究成果の概要（英文）：Although the research mainly clarifies the relationship between early modern 
British literature and emblems, it extends to the Continent and the eighteenth century. First it proves 
that the emblem of “Fortuna” influenced some unstable situations relating to “fortune” and 
“lottery” in The Merchant of Venice by William Shakespeare. Second, it analyzes the relationship 
between the emblem of the “snail” and the poem “The Snail” by Richard Lovelace from the viewpoints of 
the three components of “emblem:” motto, figure and epigram. Third, it proves that the tradition of 
“impresa,” the immature type of emblem, on the Continent influenced the frontispiece of Novam Organum 
by Bacon. Fourth, it proves which painter drew how many sketch drawings of Les emblesmes by Hadrianus 
Junius. Last, it proves the relationship between the text and relevant illustrations and emblems in The 
Seasons by Thomson.

研究分野： 英米文学

キーワード： エンブレム　イコノグラフィー　Fortuna (Chance)　ヘロニモ・ナダール　挿絵　くじ引き　シェイク
スピア　イエズス会
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
■国外の研究動向 
エンブレム研究は 19 世紀英国のエンブレ

ム再興運動に端を発し、1970 年代にドイツ
でエンブレム理論が整備されて欧米でエン
ブレム・ブックの復刻が出てから特に飛躍的
に進む。最も広く研究された領域は、シェイ
クスピアなどの文学作品との影響関係で、
1979 年 の デ イ リ ー の 著 作 （ P. Daly, 
Literature in the Light of the Emblem）を
契機としている。この年からはミシガン大学
の 中 世 学 会 （ the Medieval Studies 
Congress）で毎年エンブレムのセッションが
開かれている。 
デイリーは、1986 年にエンブレム協会

（Society for Emblem Studies）を設立し、
これにはグラスゴー大学のヨーロッパ最大
のエンブレム・ブックのコレクション
（Stirling Maxwell Collection）を研究して
いたバース（M. Bath）の助力があった。同
協会は定期刊行誌 Emblematica を発刊し、
研究対象はエンブレム・ブックのなかのエン
ブレムに限らず、その応用表現研究も進んで
いる。 
最近の傾向は、スウェーデン、ブラジルな

どにおけるエンブレムの受容といった地域
研究が盛んになり、エンブレム的表現の研究
は発展を続けている。 
 
■国内の研究動向と本研究の位置づけ 
国外での動向と比べ、国内での展開は最近

まで未開拓だったが、1970 年代より岩崎宗
治は、シェイクスピアのエンブレムに図像学
的に取り組み、1994 年に『シェイクスピア
のイコノロジー』（三省堂）を出版した。さ
らに、最近のエンブレム研究の進展をふまえ
て、藤田實、入子文子編『図像のちからと言
葉のちから』（大阪大学出版会、2007）、今西
雅章『シェイクスピア劇と図像学』（彩流社、
2008）などの成果が出、さらに英国における
エンブレムの受容の詳細と、シェイクスピア
劇の読解にエンブレム表現を応用した本研
究分担者の松田による『シェイクスピアとエ
ンブレム』（慶應義塾大学出版会、2012）が
刊行予定である。また、本研究分担者の伊藤
には、国外の動向に伴い、わが国のイエズス
会によるキリシタン文献におけるエンブレ
ムの影響について、論文「キリシタン版とエ
ンブレム（1）―『平家物語』（1593 年）の
題扉をめぐって」（『埼玉大学紀要』）がある。 
美術史においても同じく 1970 年代に、高階
秀爾・若桑みどりが紹介を始め、学会誌に出
たものとして、1998 年に本研究分担者の木
村による「神戸市立博物館所蔵《聖フランシ
スコ・ザビエル像》についての一考察…西洋
の図像伝統から見た視点」（『美術史』）があ
る。 

2000 年以降に出た、アルチャーティの『エ
ンブレム集』など関連文献の翻訳や、イエズ

ス会などによる宗教的エンブレム・ブックの
リプリント（トロント大学出版局）の他、ラ
イデン大学などのエンブレム文献のデジタ
ル化により、わが国でも宗教的エンブレムの
研究が可能となった。アルチャーティらの宗
教的エンブレムを研究し、同時に反・宗教的
とも言うべき当時の《科学》と連動したエン
ブレムに注目することで、近代初期英国の複
雑な言説を読み解くことが可能となる。本研
究が聖と俗に引き続き、宗教と科学の表象に
注目する所以である。本邦では今まで文学と
美術史による包括的なアプローチは未開拓
で、本格的な研究は未だない分野であるが、
第一次資料の充実と、専門分野の枠を超えた
学際的連携によって、豊かな成果をあげるこ
とが期待できる。 
 
２．研究の目的 
 
（１）：近代初期英国のエンブレムが如何に
大陸の影響を受けたのか、同時に如何に文学
に影響を与えたのかを文学・美術の両面から
明らかにする。具体的には、ホイットニー、
クォールズ、ウィザーらのエンブレムがオラ
ンダやフランスからどう影響を受けたか、さ
らに三者のエンブレムがシェイクスピアや
ジョン・ダン、マーヴェルらの作品にどう影
響を与えたのかを探る。 
 
（２）：市民革命以降啓蒙主義の時代にエン
ブレムがどのように挿絵に影響していくの
かを明らかにする。具体的には、エンブレ
ム・ブックを広く挿絵入り書物としてとらえ、
18～19 世紀に出版された版画入り挿絵本に
描かれた表象について考察する。さらにそれ
らの挿絵を同時代の版画制作の観点から捉
え、文学・思想史の文脈だけでなく、美術史
の枠組みにおいて明らかにする。 
 
（３）：本研究の第 1 の特色・独創的な点は、
文学と美術の学際的研究である点、第 2 は英
国を中心に大陸との影響関係を視野に入れ
た点、第 3 は 17 世紀に留まらず 19 世紀まで
視野に入れた点である。 
 第 1の点については、エンブレムは通常「銘、
図像、警句」からなるが、文学研究者は警句
に、美術研究者は図像に偏る傾向があった。
本研究では両者が協力して各々の偏向を修
正し、エンブレムを時代の文脈に戻したバラ
ンスのとれた研究が可能となる。例えばジョ
ン・ダンのコンパスを奇想とした詩は一見
《特異な》作品に思えるが、アントワープの
「プランタン・モレトゥス印刷博物館」の夥
しいコンパス図像を見れば、当時のありふれ
たイメージだったことがわかる。 
 第 2 については、シェイクスピアおよびバ
ロック演劇のエンブレムに関する邦文研究
書が数点刊行されているが、いずれも英国に
閉じ大陸との影響関係はほとんど論じられ
ていない。エンブレムは 1531 年アウグスブ



ルクのアルチャーティに端を発し、元々大陸
から英国に渡ってきたものであることを考
えると、大陸との影響関係を考察しておく必
要がある。さらに英国固有のクウォールズ、
ウィザーらを研究するにしても大陸のエン
ブレム事情を踏まえておくことが賢明であ
る。 
第 3 については、バースが『喋る絵画』（M. 

Bath, Speaking Pictures, 1994）ですでに指
摘しているが、挿絵本はエンブレムの変形と
考えられる。英国で 16～17 世紀に流行した
エンブレムが如何に挿絵となって 18～19 世
紀に展開していくのかを出羽が研究する。18
～19 世紀に流行した挿絵本には、本来エンブ
レムに備わった警句の含意に加え、新たな連
想が付与され展開していくことが分かるだ
ろう。同じくバースが、The Image of the 
Stag (V. Koerner, 1992）で指摘しているよう
に、傷ついた鹿のイメージも『お気に召すま
ま』で特徴的であることがよく知られている。
しかも、それはその後、デナムの「クーパー
の丘」の傷ついた鹿へと繋がり、18 世紀のク
ーパーの『課題』にも傷ついた鹿が隠棲した
著者自身を示すイメージとして特徴的であ
り、さらにワーズワスの「鹿跳びの泉」へと
連綿とつながっていることが予想でき、その
詳細を研究していく。 
 
３．研究の方法 
 
【平成２４年度】 
植月は、当時の博物誌のうち、特に動物の

エンブレムでも、蝸牛、蜘蛛、蜂などの昆虫
に注目する。これら小動物は、すでに指摘さ
れているようにマイクロコズムの象徴とも
成り得、ラヴレイス、ダン、マーヴェルなど
がどのようなエンブレム・ブックからヒント
を得、どのように独自の作品に昇華したのか
を探ってみた。また、例えばダンの「蚤」の
詩とロバート・フックの『ミクログラフィア』
（1665）の有名な科学的に精確な蚤の描写と
エンブレムの関係も考察した。 
松田は、シェイクスピアの作品におけるテ

ーマと関わるエンブレムについて、その相互
補完的関係を追及し、一部を 2011 年刊行予
定の著書に公開した。引き続き、近代初期英
国のエンブレム文学を、ヘンリー・ピーチャ
ムの『ブリタニアのミネルヴァ』（1612 年）
を中心に考察する。ピーチャムは美術論に関
心を寄せ、自ら図像をデザインしたエピグラ
ム詩人でもあった。彼はリーパを本格的に取
り入れた擬人像を作成し、そこで科学的に擬
人像のアトリビュートや、衣服の色彩につい
て解釈を加えている。こうしたリーパの受容
は、17 世紀初頭の英国と大陸の文化の受容を
考察する上で、非常に興味深い例であること
を示した。 
山本は、シェイクスピアのロマンス劇にお

ける「死と再生」、「別離と再会」、「誕生と蘇
生」、「祈りと恩寵」などの神話的・神秘的主

題に注目して、テクストの詩的イメージや舞
台装置に用いられる様々なエンブレム（的要
素）を分析し、その文化的社会的背景を考察
した。『ペリクリーズ』、『シンベリン』、『冬
物語』、『テンペスト』において、作者がどう
エンブレムを使って神秘的・祭祀的スペクタ
クル空間を創造したのか、作品の材源等を参
照しながら考察した。 
伊藤は、第一に、ホラポッロ『ヒエログリ

フ集』およびピエリオ・ヴァレリアーノ『ヒ
エログリフ集』における、星辰・動植物・鉱
物など自然界の事物を題材とする象徴的な
ヒエログリフと秘儀的な意味付けについて
の研究を行った。そして第二に、ニコラウ
ス・タウレリウス『自然的＝倫理的エンブレ
ム集』とヨアヒム・カメラリウス『シュンボ
ルムとエンブレム集』における、植物・昆虫・
動物など生物のエンブレムと倫理的な意味
付けについての研究を行った。 
木村は、フィリップ・ド・シャンパーニュ

などの画家による寓意表現と周辺の版画家
たちのエンブレム表現を、イギリスにおける
事例を参照しながら研究した。フランス近世
の宗教美術研究としては、E. Male, L'art 
religieux après le Concile de Trente 
(1932); L. Reau, Iconographie de l'art 
chrétien (1955-59); M. Fumarolli, L’âge 
de l'éloquence (1984); L'école du silence 
(1998)等がある。しかし同じ宗教美術の中で
も、最もエンブレム表現に関心の高かったイ
エズス会図像については、まとまった研究が
なかったが、近年、G. R. Dimler, The Jesuit 
Emblem (2005)のように、イエズス会全般に
おけるエンブレム研究の事例を確認するこ
とができた。 
出羽は、18-19 世紀に出版された文学作品

の挿絵に対するエンブレムの影響関係を図
像学的に検討する。例えば、1730 年に最初の
挿絵が制作され、19 世紀まで数多くの作例が
生み出されたジェイムズ・トムソンの『四季』
の挿絵には、1709 年版のリーパのロンドン版
との図像学的関連を持つ作例がある。エンブ
レムの図像が文学を主題とした作品にどの
ようにして取り込まれたのかを考察した。 
 
【平成２５～２６年度】 
平成 24 年度の研究を踏まえ、それぞれ以

下のような計画に基づいて研究を行った。 
植月は、例えばマーヴェルの「バーミュー

ダ諸島」に登場する《海獣》の本質について、
色々な可能性をエンブレムとの関係から考
察した。それは具体的には鯨であり、象徴的
にはレヴィアタンでもある。さらにそれは人
知を越えた大気現象としての《嵐》そのもの
を示唆している可能性もある。《海獣》のエ
ンブレムと当時の文学作品との関係を詳細
に論じてみた。 
松田は、さらにピーチャムの美術論の翻訳

などにも調査対象を広げ、擬人像以外の視覚
文化研究を行った。 



山本は、エリザベス朝における科学や魔術
の知識が、神秘的なエンブレム的世界観と拮
抗しせめぎ合う局面を、当時の宗教と科学の
関係に注目して考察した。例えば、儀礼的な
場面で使用されるエンブレム的意匠とエン
ブレム本との関係、ディスカバリー・スペー
スを活用した「死と誕生」等の演出と宗教的
な図絵との関係、また、奇跡的な蘇生の演出
と当時の医学とパラケルススからジョン・デ
ィーにつながる錬金術の関係、復活の秘蹟を
演出する場面と宗教劇との関係、そして、イ
タリア・バロックの影響を受けたイニゴー・
ジョーンズが考案した数々の舞台装置と仮
面劇の関係など、エンブレムの様々な影響関
係を考察した。 
伊藤は、ミヒャエル・マイアーの『逃げる

アタランタ』や『黄金の三脚台』の著作にお
ける、自然界の諸物質の変容を象徴的に表現
する錬金術的・化学的エンブレムと神学的な
意味付けについての研究を行った。 
木村は、画家の寓意表現とエンブレム表現

の研究を継続し、特に出版業者の存在に注目
する。アントワープに本部があったプランタ
ン商会では、ヴィーリクスを中心とした版画
家集団が、多量の宗教図像上のエンブレムを
制作している。それらが 16～17 世紀にイギ
リスにも流入していたことは明らかで、シェ
イクスピア周辺の言語表現の背景にあった
と想定される。またパリにも、移動が容易だ
った版画がプランタン商会のパリ支店や、サ
ン・ジェルマン・アンレー界隈を中心に活発
な制作を行っていた一群のフランドル版画
家たちの手でパリにもたらされていたこと
は、確実である［M. Grivel, Le commerce de 
l'estampe à Paris au XVIIe siècle (1986)］。 
出羽は、エンブレムと文学の挿絵との図像

学的考察を踏まえ、エンブレムに表象された
植物や風景といった自然の対象が文学の挿
絵に取り込まれた時、どのような意味が与え
られたのかを考察した。イギリス 18 世紀に
は、農業改革や造園といった自然の改良が科
学的有用性と美的価値の両面から考察され、
自然の改良、及び自然の諸対象には政治的意
味が含まれることも多かった。その意味で、
文学の挿絵に描かれた自然の対象には、その
図像的源泉であるエンブレムとは異なるイ
ギリス特有の意味が含まれていた可能性が
あり、その関係を考察した。 
 
４．研究成果 
 
イギリス文学とエンブレムの関係を探る

グループのうち、松田は『ヴェニスの商人』
に「利子」を表す usance と interest に注目
し、資本主義の勃興と結びつけて分析し、
「『ヴェニスの商人』における Fortune と
fortune―usance と interest を巡って」にま
とめ、Fortuna が chance として理解された点
を『ヴェニスの商人』を用いて例証した。 
山本は、『ヴェニスの商人』に出てくる宝

くじとエンブレムの関係を分析し、そこにお
ける fortune と lottery という言葉の劇的効
果とエンブレムの関係を分析した。さらに、
文学の伝統だけでなく、イタリア商人の代表
的運命観やギャンブル観など当時の社会的
背景を視野に入れることにより、これらの概
念がどのようにヴェニスという法の支配に
基づく共和制国家を舞台とする芝居の複層
的意味形成貢献しているかを考察した。 
さらに、『リチャードⅡ世』の庭師のエン

ブレム的場面の背景に見られる伝統的世界
観と科学的思考のせめぎ合いも考察した。 
植月は、蝸牛のエンブレムとラヴレイスの

詩「蝸牛」の関係を明らかにした。さらに、
聖書に登場する庭と蛇、古典の草叢の蛇の二
つの伝統をルネサンスからロマン派まで追
跡し、蛇のエンブレムとの関係を指摘しなが
ら、最終的にウィリアム・ブレイクの「病め
る薔薇」と虫の関係に凝縮されていることを
明らかにした。さらに、『ガリヴァー旅行記』
ユートピアであるフウイヌムの背景にある
馬への虐待の実態を明らかにする過程で、馬
のエンブレム、絵画などに言及し、その普及
に影響したことを議論した。ほかには、グレ
イの猫に関する詩の猫と金魚について、ウィ
リアム・ブレイクが描いた挿絵なども考慮し、
詩作品とエンブレムとの関係を考察した。 
 大陸のエンブレムの研究グループのうち、
木村は、ユニウスの『エンブレム集』の版画
について研究を行った。挿絵の下絵素描は、
パリの画家バランが 52 点を担当し、アント
ウェルペンの画家ハイスが、残りの 6点を引
き継いだ点を歴史的実証的に研究した。さら
に、フランス革命期の版画家ドゥビュクール
が制作した寓意図像の作品の中で、1787－94
年にかけての作品群に集中し、18 世紀に刊行
されたションプレ並びにド・プレツェルの図
像事典との関連について分析を行った。さら
に、フランス革命期の「友愛」という政治的
理念に関する図像が、画家ダヴィッドを中心
とした制作環境との関係から分析した。 
伊藤は、ホラポッロの『ヒエログリフ集』

の邦語訳を行いつつ、とりわけ、星辰・動植
物・鉱物など自然界の事物を題材とする象徴
的なヒエログリフと秘儀的な意味付けにつ
いて、典拠の探索、および同時代・後代への
影響について研究を行った。フランシス・ベ
イコンの『大革新』のフロンティスピースに
ついて、大陸の、とくにインプレーサの伝統
がイギリスにどういう影響を与えたか、その
一端を明らかにしつつ、ベイコン思想の分析
を背景にその特色について指摘した。最終年
には、ナダールの作品（1593）に先だって刊
行された「図解福音書」（1573）の内容を分
析し、『ヒイデスの導師』（1592）の題扉への
影響について研究した。 
最後に、18～19 世紀に出版された文学作品

を主題とした版画（挿絵、及び独立した版画
作品）に対するエンブレムの影響関係を図像
学的に検討する出羽は、基礎的な作業として、



特にジェイムズ・トムソンによる詩『四季』
の版画の収集・調査と、その図像学的分析を
行い、18 世紀のイギリス詩とエンブレムの関
係を明らかにした。イギリス 18 世紀の文芸
作品本文と挿絵の関係を主題とし、文芸作品
の挿絵および文学を主題とした絵画に対す
るエンブレムの影響を考察するために、とく
にジェイムズ・トムソンの詩作品を主題とし
た挿絵と絵画の考察を行い、トムソンの詩
『四季』などの挿絵、詩行、絵画、寓意図像
との関連を検討した。 
 以上、3年間の研究から、17 世紀イギリス
のエンブレム事情から、当時の演劇、詩など
に大きな影響を与えており、さらにそれは大
陸の膨大なエンブレムの伝統に支えられた
ものであり、さらに 18 世紀イギリスの文芸
作品、およびその挿絵、絵画などの作品制作
の根本にも大きな影響を与えたものである
ことが判明した。 
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